
第58期（平成23年10月1日から平成24年9月30日まで）
年次報告書

Frontier Spirit

TEL 0155-38-3456（代表）
FAX 0155-38-3434
http://www.daiichi-d.co.jp/
本誌に関するお問い合わせは、企画IR部までお願いいたします。

株 主 メ モ

証券コード  7643

事 業 年 度 10月１日から翌年９月30日
期末配当金受領株主確定日 ９月30日
定 時 株 主 総 会 毎年12月
単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人・
特別口座の口座管理機関

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

〒137-8081　東京都江東区東砂７丁目10番11号
電話0120－232－711（通話料無料）

【株式に関するお手続きについて】
　株式に関するお手続き（住所変更、配当金振込指定・変更、単元未満株式買取請求等）につきま
しては、原則として、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっており
ます。
　特別口座（※）に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、特別口座の口座管理機
関である三菱ＵＦＪ信託銀行で承りますので、上記連絡先にお問い合わせください。なお、三菱Ｕ
ＦＪ信託銀行全国各支店においてもお取次ぎいたします。
　未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。
上 場 証 券 取 引 所 大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）

証券会員制法人札幌証券取引所
証 券 コ ー ド 7643
公 告 の 方 法 電子公告により行う

公告掲載URL　http://www.daiichi-d.co.jp/IR/ir/account.html
（ただし、電子公告によることができない事故、その他やむを得ない事
由が生じた時には、日本経済新聞に公告いたします。)

※　�特別口座とは、株券電子化移行時点で株式会社証券保管振替機構に預託されなかった株式のこ
とで、法令に従い、名義人名で三菱UFJ信託銀行に開設した特別口座に記載されています。

　　�配当金は受け取れますが、株式の売買はできません。証券口座への振替が必要となりますので、
上記連絡先にお問い合わせください。
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代表取締役社長　鈴木　達雄

トップメッセージ

売上高・経常利益
経常利益売上高

（単位：百万円）
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現地・現場・現品主義の徹底

現状に甘んじることなく、

さらなる飛躍を目指します。

はじめに
　株主の皆様におかれましては、常日頃より当社に対し、格別のご支援、ご協力をいただき感謝申し上げます。
　昨年12月、定時株主総会後、代表取締役社長に就任し、前社長が築いてきた堅実な経営を推し進め、現状に
甘んじることなく、さらなる飛躍を目指してまいりました。

第58期（平成24年９月期）の業績の報告
　当社グループを取り巻くスーパーマーケット業界は、自宅で食事を済ませる内食志向の高まりなどの追い風
があったものの、コンビニエンスストアやドラッグストアなど、業種の垣根を越えた低価格競争の激化に加え、

雇用の継続や年金問題などの将来不安により、消費者の節約
志向と低価格志向が依然強く、引き続き厳しい経営環境にあ
りました。
　このような経営環境のもとで当社グループは、食品を中心
とした地域密着のスーパーマーケットとして、安心で安全な
商品を提供し続けることで、お客様からの高いご支持と信頼
をいただけるよう取り組んでまいりました。

　当期売上高316億24百万円、営業利益７億77百万円、経常
利益７億21百万円と７期連続の増収増益となりました。これ
もひとえに株主の皆様とご来店いただいたお客様のおかげと
感謝申し上げます。

売上高
316億円
（前期比5.8％増）

営業利益
7.77億円
（前期比8.4％増）

経常利益
7.21億円
（前期比10.2％増）

当期純利益
3.84億円
（前期比13.3％増） 0
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 1株当たり当期純利益/純資産額（単位：円）  純資産／総資産 （単位：百万円）  自己資本比率 （単位：％）
1株当たり当期純利益　　 1株当たり純資産額 純資産　　 総資産

第58期の主な取り組み
　昨年12月、札幌市西区２店目、札幌ブロック３店目となる「発寒中央駅前店」を開店し、西区においてお客様の買い物環境の
充実と満足度の向上に努めました。その結果、売上高増加に貢献いたしました。既存店強化策として、平成24年８月に「八軒店」
（札幌市西区）の売場増床を行い店舗の活性化を図りました。
　重点実施事項につきましては、販売力強化策の実行として店舗オペレーションの改善を行い、商品開発による商品力の強化、
競合店対策と販売促進企画の強化を図りました。
　また、環境問題への取り組みとして、既存店舗５店の照明をLEDに切り換え、使用電力と二酸化炭素の削減に挑戦いたしました。
　システム投資につきましては、EOB（電子発注台帳）システムを導入し、ロスの削減に努めました。また販売実績を迅速かつ
様々な角度から分析し、販売戦略のさらなる強化のため、商品分析システムを更新いたしました。
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第59期（平成25年9月期）の見通し

第58期 第59期
（見通し）
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売上高（単位：百万円）

経常利益（単位：百万円）

当期純利益（単位：百万円）
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利益還元について

　当社は、安定的な経営基盤の確保と自己資本利益率の向上に努めるとともに、安定的な配当の継続を業績に応じて

行うことを基本方針とし、当期の期末配当につきましては、１株当たり普通配当15円といたしました。

配当金の推移

第54期 第55期 第56期 第57期 第58期

17.00円 15.00円 15.00円 15.00円 15.00円

（注）第54期の配当金には、記念配当2.00円が含まれております。

　スーパーマーケットを取り巻く環境は、緩やかなデフ

レ基調が続く中、さらなる消費者の節約志向や競合他社

との販売競争の激化などにより、引き続き厳しい局面が

続くものと予想されます。

　このような厳しい経営環境のもとで当社グループは、

　　１.経営情報の積極的な収集による業績の向上

　　２.現地・現場主義の徹底による店舗運営の強化

　　３.人材の成長による競合店対策の強化

　　４.新店舗の開発とリニューアルの推進

などに取り組み、さらなる企業価値の向上を目指します。

　今後も、消費者の毎日の食生活に豊かさと楽しさを提

供するとともに、消費者の安全で安心できる生活を守る

努力を続けてまいります。

　来期の業績予想は、売上高323億９百万円、経常利

益７億55百万円、当期純利益４億15百万円を見込んで

おります。

見通しに関する注意事項
この年次報告書に記載されている計画、戦略及
び業績見通しなどは、将来の予測であって、リ
スクや不特定要素を含んでおります。従って実
際の業績は、さまざまな要因により、これらと
異なる場合があります。
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　売上高営業利益率 （単位：％） 　地域別の売上高につきましては、帯広ブロックは145

億83百万円（前期比0.5％増）、旭川ブロックは110億

25百万円（同2.6％増）、札幌ブロックは60億５百万円

（同29.8％増）となりました。既存店売上高につきまし

ては、前期比1.3％増と堅調に推移いたしました。
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（単位：百万円）

特別損失の内訳
固定資産除却損 23百万円 減損損失（店舗１店舗） 20百万円
　建物 16百万円
　撤去費用等 7百万円
　その他 0百万円

POINT②

【連結の範囲に関する事項】
連結子会社：1社
会　社　名：㈱オーケー

有形固定資産の減価償却累計額
6,447百万円

POINT①
当連結会計年度の設備投資額の総額
　　（有形固定資産）

462百万円

主な内訳
発寒中央駅前店　190百万円
八軒店　　　　　116百万円

POINT②
当連結会計年度の有利子負債

4,289百万円

POINT③

記載金額：連結貸借対照表、連結損益計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連結株主資本等変動計算書は、表示単位未満の端数を切捨てて表示しております。

連結財務諸表

①②

①

③

③

③

科 目
前連結会計年度
平成22年10月1日から（平成23年9月30日まで）

当連結会計年度
平成23年10月1日から（平成24年9月30日まで）

売 上 高 29,888 31,624

売 上 原 価 22,950 24,290

売 上 総 利 益 6,937 7,334

営 業 収 入 486 499

営 業 総 利 益 7,424 7,834

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 6,707 7,057

営 業 利 益 717 777

営 業 外 収 益 25 23

営 業 外 費 用 86 78

経 常 利 益 655 721

特 別 利 益 13 5

特 別 損 失 65 44

税金等調整前当期純利益 603 682

法人税、住民税及び事業税 307 307

法 人 税 等 調 整 額 △� 43 △� 9

法 人 税 等 合 計 264 298

少数株主損益調整前当期純利益 339 384

当 期 純 利 益 339 384

①

②

POINT①
特別利益の内訳
固定資産売却益　土地 5百万円

連結貸借対照表（要約） 連結損益計算書（要約）

連結財務諸表
●売上高

　発寒中央駅前店の出店による増加と、既存店の売上高が
前期比1.3％増加となり、売上高に貢献しました。

●販売費及び一般管理費（百万円）

主な内訳は、
従業員給料及び賞与

2,749百万円
（前期比6.2％増）

広告宣伝費
761百万円

（前期比5.2％増）
水道光熱費

641百万円
（前期比5.7％増）
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第57期

7,0576,707

第58期

●当期純利益（百万円）

　前連結会計年度と比べ、売
上総利益が397百万円増加
し、経常利益率が0.1％増加
したことと、特別損失の計
上額が前連結会計年度と比
べ減少したことで13.3％増
加となりました。
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384

（単位：百万円）

科 目 前連結会計年度
（平成23年9月30日現在）

当連結会計年度
（平成24年9月30日現在） 科 目 前連結会計年度

（平成23年9月30日現在）
当連結会計年度
（平成24年9月30日現在）

資 産 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

商 品 及 び 製 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

繰 延 税 金 資 産

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 ・ 構 築 物

土 地

そ の 他

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

敷 金 及 び 保 証 金

そ の 他

2,215

855

132

856

3

106

213

48

△� 1

12,344

10,930

4,380

6,031

518

26

1,386

74

3

605

703

2,083

659

164

862

2

101

235

59

△� 1

12,372

10,710

4,317

5,853

539

15

1,646

109

3

731

802

負 債 の 部
流 動 負 債 4,088 4,014
買 掛 金 1,694 1,821
短 期 借 入 金 200 30
1年内返済予定の長期借入金 822 859
未 払 金 223 247
未 払 費 用 314 344
未 払 法 人 税 等 244 166
賞 与 引 当 金 168 173
そ の 他 419 371

固 定 負 債 5,315 4,970
長 期 借 入 金 3,866 3,399
退 職 給 付 引 当 金 475 492
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 154 166
そ の 他 819 911

負 債 合 計 9,404 8,985
純 資 産 の 部
株 主 資 本 5,153 5,477
資 本 金 840 840
資 本 剰 余 金 767 767
利 益 剰 余 金 3,548 3,872
自 己 株 式 △� �2 △� 2

その他の包括利益累計額 2 △� 7
純 資 産 合 計 5,155 5,470

資 産 合 計 14,559 14,456 負 債 純 資 産 合 計 14,559 14,456
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個別財務諸表連結財務諸表

科 目 当　期
（平成24年9月30日現在） 科 目 当　期

（平成24年9月30日現在）

資 産 の 部
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
商 品 及 び 製 品
原材料及び貯蔵品
繰 延 税 金 資 産
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 ・ 構 築 物
土 地
そ の 他
無 形 固 定 資 産
投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関係会社長期貸付金
繰 延 税 金 資 産
敷金及び保証金
そ の 他

2,088
603
156
808
1

101
358
59

△� 1
10,510
8,484
3,601
4,372
509
14

2,012
109
43
125
250
728
754

負 債 の 部
流 動 負 債 3,705
買 掛 金 1,806
１年内返済予定の長期借入金 681
未 払 金 235
未 払 費 用 325
未 払 法 人 税 等 146
賞 与 引 当 金 167
そ の 他 342

固 定 負 債 3,849
長 期 借 入 金 2,538
退職給付引当金 434
役員退職慰労引当金 166
そ の 他 710

負 債 合 計 7,555
純 資 産 の 部
株 主 資 本 5,050
資 本 金 840
資 本 剰 余 金 767
利 益 剰 余 金 3,445
自 己 株 式 △� 2

評価・換算差額等 △� 7
純 資 産 合 計 5,043

資 産 合 計 12,599 負 債 純 資 産 合 計 12,599

科 目
当　期

平成23年10月1日から（平成24年9月30日まで）
売 上 高 29,290

売 上 原 価 22,445

売 上 総 利 益 6,844

営 業 収 入 350

営 業 総 利 益 7,195

販売費及び一般管理費 6,607

営 業 利 益 588

営 業 外 収 益 24

営 業 外 費 用 56

経 常 利 益 555

特 別 利 益 5

特 別 損 失 44

税 引 前 当 期 純 利 益 516

法人税、住民税及び事業税 251

法 人 税 等 調 整 額 19

法 人 税 等 合 計 271

当 期 純 利 益 245

貸借対照表（要約）

（平成23年10月1日から平成24年9月30日まで） （単位：百万円）

株主資本 評価・換算差額等 純資産
合　計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金
平成23年10月１日残高 840 767 3,260 △� 2 4,865 2 4,867

事業年度中の変更額

剰余金の配当 △� 59 △� 59 △� 59

当期純利益 245 245 245

株主資本以外の項目の事業年度中の変動額（純額） △� 9 △� 9

事業年度中の変動額合計 － － 185 － 185 △� 9 176

平成24年９月30日残高 840 767 3,445 △� 2 5,050 △� 7 5,043

株主資本等変動計算書（要約）

損益計算書（要約）

（平成23年10月1日から平成24年9月30日まで） （単位：百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額 純資産
合　計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金

平成23年10月１日残高 840 767 3,548 △� 2 5,153 2 5,155

連結会計年度中の変更額

剰余金の配当 △� 59 △� 59 △� 59

当期純利益 384 384 384

株主資本以外の項目の連結会計年度中の変動額（純額） △� 9 △� 9

連結会計年度中の変動額合計 － － 324 － 324 △� 9 315

平成24年９月30日残高 840 767 3,872 △� 2 5,477 △� 7 5,470

連結株主資本等変動計算書（要約）

（単位：百万円）

■営業活動によるキャッシュ・フロー
　�　主に、税金等調整前当期純利益６億82百万円、減
価償却費４億85百万円、仕入債務の増加額１億26百
万円に対し、法人税等の支払額３億86百万円、未払
消費税等の減少額62百万円等によるものであります。

■投資活動によるキャッシュ・フロー
　�　主に、有形固定資産取得による支出額２億52百万円、
敷金及び保証金の差入による支出１億61百万円、建
設協力金の支払による支出１億20百万円等に対し、
有形固定資産の売却による収入１億65百万円等によ
るものであります。

■財務活動によるキャッシュ・フロー
　�　主に、短期借入金の純減少額１億70百万円、リー
ス債務の返済による支出１億51百万円、長期借入金
の純減少額４億29百万円、配当金の支払額60百万円
によるものであります。

科　　　　　　目
前連結会計年度
平成22年10月1日から（平成23年9月30日まで）

当連結会計年度
平成23年10月1日から（平成24年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,119 979

投資活動によるキャッシュ・フロー △� 500 △� 336

財務活動によるキャッシュ・フロー △� 464 △� 811

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額 153 △� 167

現金及び現金同等物の期首残高 571 725

現金及び現金同等物の期末残高 725 557

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

記載金額：貸借対照表、損益計算書及び株主資本等変動計算書は、表示単位未満の端数を切捨てて表示しております。

（単位：百万円） （単位：百万円）
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TOPICS

平成23年12月22日、札幌市西区で２店目となる
発寒中央駅前店がオープンしました。
発寒中央駅前店は、JR函館本線の「発寒中央駅」
の目の前です。
当日は雪が積もり、寒さ厳しいなかでもたくさんの
お客様が開店前から並びました。ありがとうござい
ました。
「毎日の食生活を豊かにするお手伝い」をモットーに、
高品質な商品を豊富に取り揃えております。また、
笑顔と気配りの接客を心がけ、札幌の皆様に愛され
親しまれるお店づくりを従業員一同励んでおります。

平成24年３月14日、札幌証券取引所へ重複上場い
たしました。
平成12年、日本証券業協会に株式を店頭登録し、
現在、大阪証券取引所のJASDAQ市場スタンダー
ドに上場していますが、札幌での知名度を向上させ、
株主増加を目的に、札幌証券取引所への重複上場と
なりました。
鈴木社長は、「将来的に、札幌10店舗、売上高200
億円体制を作りたい。お客様の目線に合った店づく
りに努めたい」と抱負を述べました。

発寒中央駅前店オープン！

札幌証券取引所へ重複上場！

営業時間 10：00～22：00

テナント クリーニング

花店、銀行ATM

手芸店（別棟）

これから未来を担う子供達が、心も体も元気いっぱいに成長するよう願いを込め、少年野球大会を開催しました
この大会は、参加25チームが帯広地区・旭川地区・札幌地区でそれぞれの予選を行い、各地区優勝チーム及び21世紀枠１チー
ムの合計４チームにより全道大会を行いました。

第１回ダイイチ旗争奪少年軟式野球大会の頂点に輝
いたのは、神居野球少年団（旭川地区代表）。
豊成ファイターズ（帯広地区代表）との決勝戦、同
点のまま延長促進ルールへ突入。
先攻の豊成ファイターズが２点先取したその裏、２
アウトの絶体絶命の状況から見事な同点２点タイム
リーが飛び出し追いつきました。その結果、抽選で
決着をつけることになり、神居野球少年団が初代
チャンピオンを手中に収めました。
惜しくも準優勝になってしまった豊成ファイターズ。
エースの熱投、７回裏のサヨナラを阻止するセン
ターからの好返球、キャッチャーの見事なブロック
シーンは会場全体が興奮のるつぼと化しました。
３位の大空ジャイアンツ（21世紀枠・帯広）、４位
のエルムファイターズ（札幌地区代表）、いずれも
優勝チームと甲乙つけがたい素晴らしいチームで、
会場を大いに沸かせてくれました。
初めて主催した野球大会でしたが、手探りの実行委
員会を支えてくださいました多くの団体・関係者の
方々、地区予選も含め参加いただいたチーム指導
者・保護者の皆様、そして暑さに負けず力一杯戦っ
てくれた選手全員に心より感謝申し上げます。

初代チャンピオンは｢神居野球少年団｣初代チャンピオンは｢神居野球少年団｣初代チャンピオンは｢神居野球少年団｣
かむい

胴上げシーン

神居野球少年団

上場通知書授与式
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●�帯広ブロック
壱 号 店 帯広市西1条南10丁目14
東 　 店 帯広市東4条南12丁目1
啓 北 店 帯広市西12条北4丁目1
め む ろ 店 河西郡芽室町東6条9丁目1
白 樺 店 帯広市白樺16条西2丁目2
み な み 野 店 帯広市南の森東1丁目1
札 内 店 中川郡幕別町札内共栄町164
自 衛 隊 前 店 帯広市南町南6線28－3
〔青果専門店〕
帯広びっくり市 帯広市西5条南17丁目16
西帯びっくり市 帯広市西21条南4丁目10
〔センター〕
惣菜センター 帯広市西20条南1丁目14
帯広配送センター 帯広市西20条南1丁目14
〔子会社〕
株式会社オーケー
オ ー ケ ー 店 河東郡音更町木野大通西17丁目1

●�旭川ブロック
西 店 旭川市2条通4丁目134
東 光 店 旭川市東光12条6丁目203
末 広 店 旭川市末広1条7丁目265
上 富 良 野 店 空知郡上富良野町本町2丁目346
東 旭 川 店 旭川市東旭川北1条1丁目3
旭 町 店 旭川市旭町1条7丁目2631
二 条 通 店 旭川市2条通23丁目110
花 咲 店 旭川市春光1条8丁目1－77
〔センター〕
旭川配送センター 旭川市流通団地2条3丁目15

●�札幌ブロック
八 軒 店 札幌市西区八軒10条東5丁目2
白石神社前店 札幌市白石区本通13丁目北3番39
発寒中央駅前店 札幌市西区発寒10条3丁目1-11

本社（営業本部　管理本部）
北海道帯広市西20条南1丁目14－47
旭川本部
北海道旭川市春光1条8丁目1－77
札幌本部
北海道札幌市西区八軒10条東5丁目2

事業所一覧（平成24年9月30日現在）

商 号 株式会社ダイイチ
本社所在地 北海道帯広市西20条南1丁目14番地47
会 社 設 立 昭和33年7月11日
資 本 金 840,455千円
社 員 数 261名（正社員）

911名（パートナー社員等、8時間換算）
主要な事業内容 当社は、食料品主体のスーパーマー

ケットを展開しており、これに附帯
する業務として不動産賃貸業務等を
行っております。

北海道
67.4％

東北
0.2％

関東
21.8％

北越・中部・東海
6.8％

四国
0.2％

近畿
2.8％

中国
0.6％

九州・沖縄
0.2％

その他の法人 17.5％

金融商品取引業者 0.0％

金融機関
23.3％

自己名義 0.1％

個人・その他
59.1％

所有者別株式数分布状況

（平成24年12月21日現在）

①発行可能株式総数� 12,000,000株
②発行済株式の総数� 4,003,320株
③株主数� 1,965名
④大株主

Corporate Data
会社データ（平成24年9月30日現在）

（注）持株比率は自己株式（5,829株）を控除して計算しております。

会社概要 株式の状況

役　　員

代表取締役会長 小 西 保 男
代表取締役社長 鈴 木 達 雄
専 務 取 締 役 若 園 　 清
取 締 役 川 瀬 豊 秋
取 締 役 中 本 泰 廣
社 外 取 締 役 笹 井 俊 治
社 外 取 締 役 内 藤 龍 信
常 勤 監 査 役 堀 内 健 三
社 外 監 査 役 佐 藤 　 裕
社 外 監 査 役 笹 井 祐 三

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
ダイイチ取引先持株会 225,100株 5.63％
株 式 会 社 北 陸 銀 行 176,520 4.41
小 西 典 子 175,410 4.38
株 式 会 社 北 洋 銀 行 170,000 4.25
若 園 　 清 121,000 3.02
株式会社商工組合中央金庫 115,200 2.88
株式会社みずほ銀行 100,800 2.52
小 西 保 男 99,878 2.49
第一生命保険株式会社 86,400 2.16
笹 井 俊 治 85,884 2.14

地域別株式数分布状況
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A

B

C

D

E

株主優待のお知らせ

　平成24年９月期の株主優待は下記のとおりです。1,000株以上保有の株主の皆様は選択
制となりますので、ご確認ください。

優待内容と申込方法について
100株以上 VJAギフト券1,000円分

500株未満 VJAギフト券を年次報告書に同封しております。

500株以上 VJAギフト券2,000円分
1,000株未満 VJAギフト券を年次報告書に同封しております。

1,000株以上 下記の中から１点をお選びください。
A　当社商品券4,000円分
B　VJAギフト券4,000円分
C　北海道特産品　グリーンアスパラLサイズ1.5kg（4,000円相当）
D　北海道特産品　でんすけ西瓜１玉（4,000円相当）
E　北海道特産品　メロン：夫婦キングルビー２玉（4,000円相当）
ご希望の商品（A～E）を１品お選びいただき、添付のはがきにご記入
のうえ、切手を貼らずにポストにご投函ください。

希望申込受付期間 平成25年１月末日到着分まで
お申込がない場合 ①　�店舗のある地域（十勝支庁管内、上川支庁管内、石狩支庁管内）の

株主様に対し、当社商品券を贈呈します。
②　�店舗のない地域の株主様に対し、北海道特産品メロン２玉を贈呈し
ます。

商 品 の 発 送 A　当社商品券は２月下旬
B　VJAギフト券は２月下旬
C　グリーンアスパラは収穫時季の５月下旬～６月初旬を予定
D　西瓜は収穫時季の７月～８月上旬を予定
E　メロンは収穫時季の７月上旬～下旬を予定
・特産品は、天候により収穫時季がずれ込む場合がありますので、ご了
承願います。

個人情報について いただいた個人情報は、この優待商品のお届けのみにご利用させていた
だきます。

注 意 事 項 ・昨年、無記入のまま投函された方がいらっしゃいました。投函する前
にもう一度ご確認ください。シールは何度でも使えます。

・株主名が法人の場合、会社名をお書きください。
　（社長様名だけではわかりかねます）
・ご希望の時間にはお届け出来ない場合がありますので、ご了承ください。

2013年IR・株式カレンダー

項　目

11月 上 旬　決算短信開示

12月 21日　定時株主総会開催

　 　　年次報告書送付

25日　配当金支払開始

　 　　有価証券報告書提出

これからの予定

１月 24日　配当金銀行取扱期間終了

２月 上 旬　第１四半期決算短信開示

中 旬　第１四半期報告書提出

５月 上 旬　第２四半期決算短信開示

中 旬　第２四半期報告書提出

８月 上 旬　第３四半期決算短信開示

中 旬　第３四半期報告書提出

９月 30日　決算日

なお、月次報告は毎月初旬に開示いたします。

　株主アンケートは、当社のホームページが入口となっ
ております。
　下記のURLにアクセスしていただきますと、上記のバ
ナーがあります。そのバナーをクリックすると、下記の
画面がでます。
　アクセスコードを入力後に表示されるアンケートサイ
トにてご回答ください。
　アンケートにご回答いただいた株主様の中から、抽選
で20名様に図書カード1,000円分を進呈させていただきま
す。

　http://www.daiichi-d.co.jp/
　アクセスコード　　7643diks
　アクセスコードは半角英数字でご入力ください。

※�アンケート実施期間は、本誌がお手元に到着してから
約１か月間の平成25年１月31日までです。お手数では
ございますが、アンケートへのご協力をお願いします。
　�なお、昨年のアンケート結果は、当社ホームページ
（IR情報のIRライブラリー）でご覧いただけます。


